
厚生労働省編 一般職業適性検査 （雇用問題研究会）

General Aptitude Test Battery

テストの標的 本検査はアメリカの職業適性検査を基に、戦後、日本の旧労働

省が作成した一般職業適性検査です。様々な職業分野の仕事を

遂行する上で必要とされる、９種類の能力（適性能）を測定す

る「能力検査」です。下位検査は１５種類ありますが、器具を

使用する４種類の検査（指や腕の器用さをみる検査）を除いた

「１１種類の筆記検査」で実施されることが多く、検査結果は

「１３種類」の「適性能」と、それに対応する「職種名」が対

応した形（どれだけできるか。Ｈ、ｍ、Ｌ）で表示されます。

検査結果の使い方は、平均以上の適性能が出る項目があれば望

ましいが、そうでない場合でも、個人の中で少しでも高い項目

があれば「それをのばす」ことで職業能力をつけていきます。

実施対象 中学、高校、短大、専門学校、職業訓練校、大学

実施時間 ５０分

用紙・判定 問題用紙 １部 278円（税込300円）

コンピュータ判定料(ﾍﾞｰｼｯｸ)１部
コンピュータ判定料(プラス)１部

352円（税込380円）

389円（税込420円）

（採点処理日数は約４週間）

手引（改訂第Ⅱ版） １部 1,093円（税込1,180円）

下位検査 Ｇ 知的能力

Ｖ 言語能力

Ｎ 数理能力

Ｑ 書記的知覚

Ｓ 空間判断力

Ｐ 形態知覚

Ｋ 運動共応

[器具検査]

Ｆ 指先の器用さ

Ｍ 手腕の器用さ

価格は本体価格です




